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1．調査概要

期 間 ： 2024年9月27日～11月13日

対 象 ： 蚕糸・絹業提携グループに所属している養蚕農家及び企業・団体

（以下、「農家等」という。） 合計147戸

方 法 ： 各県養蚕技術員等通じ、調査票をメールにて送付、回収

調査項目： 経営主の年齢、生産規模、後継者の有無、今後の経営方針、経営上の課題等

（調査票は末尾に添付）

136

11

回答(136戸） 未回答(11戸)

回答率
93％

【回答者内訳】

回答数

農家
（うち、2024年に新規参入）

114
（2）

企業・団体 9

2024年に廃業した農家 13

合計 136

〈1〉
（8戸は養蚕を継続中、3戸は2024年に廃業）
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【2023年度の繭生産量区分別の農家等の戸数】
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2023年度の繭生産量は合計45,263kg。一戸当たりの平均生産量は333kg。
生産量300kg未満の小規模農家等が全体の約6割（84戸）を占めている。
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【生産量区分別の農家等の割合】

2．繭生産量区分別の農家等の戸数・割合

合計 134戸
うち企業・団体
１～300kg
300～600kg
600～900kg
900kg～

９戸
6戸
2戸
1戸
0戸
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合計
29,762kg

3.農家の年齢構成と生産規模と生産量

繭生産量300kg以上の比較的規模の大きな養蚕農家（45戸）のうち、約８割（34戸）が70歳以上
の農家。
繭の総生産量（４０,８０６kg）のうち、約3/4（29,762kg）が70歳以上の農家（４７％が70代の農家、
26％が80代の農家）によって担われている。
なお、企業・団体の総生産量は4,457kgで全体の1割程度。

〈3〉

経営主の
年齢

1～300kg 300～600kg 600～900kg 900kg～ 合計

戸
数

総
生産量

戸
数

総
生産量

戸
数

総
生産量

戸
数

総
生産量

戸
数

総
生産量

～39歳 3 428 1 486 3 2,260 2 2,128 9 5,303

40～49歳 7 819 1 403 0 0 0 0 8 1,222

50～59歳 8 997 1 353 0 0 0 0 9 1,350

60～69歳 11 1,595 1 300 2 1,274 0 0 14 3,169

70～79歳 22 2,850 10 4,242 7 5,098 6 6,918 45 19,107

80歳～ 18 2,709 7 2,852 1 799 3 4,296 29 10,655

合計 69 9,398 21 8,636 13 9,431 11 13,342 114 40,806

【農家の経営主の年齢構成・生産規模別戸数と総生産量】

13% 3%

3%

8%

47%

26%
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【農家の経営主の年齢別の
総生産量割合】（単位：戸、kg）

合計45戸 合計34戸
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4．農家の経営主の年齢構成と後継者の有無

【農家の経営主の年齢と
後継者の有無】

〈4〉

農家の経営主のうち70歳以上が全戸数の65％(74戸)を占める。70代の農家の9割、80代の農家
の8割は後継者がいない。
全農家の繭総生産量（40,806kg）のうち、57％（23,146kg）が後継者のいない70歳以上の農家
によって担われている。

45

29

40

24

89%
83%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

70～79歳 80歳～

全農家 後継者なし 後継者なし割合

（戸）

【農家の経営主の年齢別の
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【農家の経営主の年齢・
後継者の有無別の総生産量】

合計65%

後継者有 後継者無

70～79歳
（45）

4,115
（５）

14,992
（40）

80歳～
（29）

2,501
（5）

8,154
（24）

合計
（74）

6,616
（10）

23,146
（64）

（単位：ｋｇ、戸）
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［経営主の年齢別の戸数割合］ ［経営規模別の戸数割合］

5.養蚕農家の複合経営の状況

養蚕農家の養蚕への依存度（農業生産額に占める繭の生産額の割合）について質問したところ、
96戸から回答があり、全農家では、依存度1/3未満、1/3～2/3、2/3以上がそれぞれ1/3であった。
経営主の年齢別でみると、経営主の年齢が49歳以下は、依存度2/3以上の割合が高かった。

〈5〉

［全農家］

33%

13%
20%

29%

54%

41%

23%

43%

22%
15%

10%

33%

25%
0%

43%

15%
35%

46%

23%

33%
54%

50%

33%

63%

80%

29% 31%
24%

31% 34%
44%

31%
40%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全農家

（96戸）

列1 ～39歳

（8戸）

40～49歳

（5戸）

50～59歳

（7戸）

60～69歳

（13戸）

70～79歳

（37戸）

80歳～

（26戸）

1～300kg

（61戸）

300～

600kg

（18戸）

600～

900kg

（13戸）

900kg～

（10戸）

依存度1/3未満 依存度1/3～2/3 依存度2/3以上



The Dainippon Silk Foundation
6.農家の経営主の年齢と将来の生産規模に対する意向と課題

将来の生産規模について質問したところ114戸から回答があり、農家全体のうち約6割が「現状維
持」。「拡大」する意向を示したのが約1割、「縮小」または「廃業」が約3割であった。
70代、80代の農家についてみると、約4割が「縮小」または「廃業」の意向であった。

〈6〉

経営主の年齢 拡大 現状維持 縮小 廃業 合計

～39歳 5 （56） 3 （33） 1 （11） 0 （0） 9 （100）

40～49歳 3 （38） 3 （38） 1 （13） 1 （13） 8 （100）

50～59歳 1 （11） 7 （78） 1 （11） 0 （0） 9 （100）

60～69歳 2 （14） 10 （71） 2 （14） 0 （0） 14 （100）

70～79歳 0 （0） 28 （62） 14 （31） 3 （7） 45 （100）

80歳～ 0 （0） 18 （62） 8 （28） 3 （10） 29 （100）

合計 11 〈10％〉 69 〈61％〉 27 〈24％〉 7 〈6％〉 114 〈100％〉

【「農家の経営主の年齢構成」と「将来の生産規模に対する意向」別の戸数】

合計38％

合計38％

合計30％
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桑園の確保

膿病対策の向上

機械施設の更新

後継者の確保

労働力の確保

繭価格の上昇

（戸）

7．養蚕を継続していく上での課題
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※複数回答

今後も養蚕を継続していく上での課題について質問したところ70戸から回答があり、79％が「繭価
格の上昇」と回答。次いで「労働力の確保」が56％、「後継者の確保」が30％と労働力の課題で
あった。

・付加価値の高い蚕品種の確立 ・繭の新規活用方法の確立
その他の回答 ・ヘルパーの助成金 ・労力に対する支援 ・専業農家になる

・資材の確保 ・桑畑の整備が完了する

（79％）

（56％）

（30％）

（23％）

（10％）

（4％）

（14％）
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8．5年後の生産量予測と諸課題が解決した場合の予測の変化

将来の
生産規模の
意向

2023
年度

2028年度
(自然体)

2028年度
(条件解決)

生産量 変化率 生産量 変化率

拡大 4,122 7,530 183 9,860 239

現状維持 15,454 15,454 100 18,885 122

縮小 8,163 4,277 52 6,144 75

廃業 1,412 0 0 0 0

合計 29,151 27,261 94 34,889 120

（kg）

〈8〉

5年後（2028年度）の生産量の予測について質問したところ78戸から回答があり、2028年度の総
生産量は、2023年度と比較し6％減少するという予測。仮に、繭価格の上昇や労働力の確保等の条
件が解決された場合、2023年度と比較し20％増加すると予測。

（単位：ｋｇ、％）
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9．養蚕を継続する上で更新が必要な機材
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【 更新が必要な機材】

今後養蚕を継続していく上で、更新等が必要な機材について質問したところ、 73戸から回答があり、
半数以上がボール蔟や蔟枠、自動収繭毛羽取機の更新が必要と回答。次いで、近年の猛暑により冷
房機器の更新の必要性の指摘が多かった。

・上蔟室 ・飼育台 ・パイプハウス ・発泡ノズル
その他の回答 ・ネット ・蚕座紙 ・尿受け ・ゴムなど消耗品

・残条カッター ・桑園管理機 ・草刈り機 ・電気柵

（64％）

（56％）

（34％）

（19％）

（15％）

（10％）

（18％）

（15％）

（14％）

（4％）

※複数回答
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【参考】アンケートフォーム（農家向け）
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【参考】アンケートフォーム（企業・団体向け）
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